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１．検討の流れ



検討の流れ

開催概要

内容

第1回：令和５年６月７日
・令和５年５月出水における天ヶ瀬ダムからの
放流状況・被災状況について

・現時点で考えられる被災要因について
・その他（応急対策工事の内容、本復旧工事完
了までの放流方法等）

被災要因の分析 対策工事の選定 放流方法の検証

第２回：令和５年７月（予定）
・被災要因の分析
・対策工事の選定
・放流方法の検証

第３回以降：目的の達成状況により開催

■放流状況・被災状況

■被災要因の分析

■放流状況・被災状況

■応急対策工事の内容

■対策工事の選定

■放流状況・被災状況

■応急対策工事の内容

■本復旧工事完了まで
の放流方法

■トンネル式放流設
備からの放流方法
の基本的な考え方

■考えられる被災要因
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２．天ヶ瀬ダム再開発事業の概要
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吐口部

ゲート室部

流入部

天ヶ瀬ダム再開発事業の概要
《天ヶ瀬ダム》
●洪水調節
・ダム地点計画高水流量：2,080m3/s

・計画放流量
・淀川ピーク時放流量

：1,140m3/s 

： 250m3/s

●水道用水（京都府営水道）
・最大取水量：0.9m3/s
●水力発電（関西電力）
・天ヶ瀬発電所 最大使用水量：186.14m3/s  

最大出力：92,000kＷ
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平面図

縦断図

主要断面図

天ヶ瀬ダム再開発事業の概要
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３．令和５年５月出水の降雨の状況



天ヶ瀬ダム
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レーダ雨量（5月7日 10:00）

天ヶ瀬ダム流域平均雨量 5月6日20時 ～ 5月8日5時

レーダ雨量（ 5月7日 11:00 ） レーダ雨量（ 5月7日 21:00 ）

レーダ雨量（ 5月7日 22:00 ） レーダ雨量（ 5月8日 0:00 ） レーダ雨量（ 5月8日 2:00 ）

■天ヶ瀬ダム流域は、５月６日２０時より断続的に降雨が続き２４時間雨量は、５月７日５時～５月８日４時までに流域
平均雨量で114.2mm、最大時間雨量は７日１１時に11.0mmを記録。特に５月７日８時～１２時、２１時～８日３時に強
い降雨が発生。

天ヶ瀬ダム 天ヶ瀬ダム

天ヶ瀬ダム 天ヶ瀬ダム天ヶ瀬ダム

天ヶ瀬ダム流域の降雨の状況

瀬田川洗堰 瀬田川洗堰瀬田川洗堰

瀬田川洗堰 瀬田川洗堰 瀬田川洗堰
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４．令和５年５月出水のダム操作の状況
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最大24時間時間雨量：114.2mm（5/7 5:00～5/8 4:00）最大時間雨量：11.0mm（5/7 11:00）

天ヶ瀬ダム操作状況（５月６日～１０日）
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0

貯水位

常 時 満 水位 78.5m

(月/日/時)

洪水調節時の放流量１１４０m3/s

琵琶湖の水位低下時において限度とする放流量１４４０m3/s

流入量最大：829m3/s（5/8 22:00）

トンネル式放流設備放流量最大：629m3/s（5/8 22:１0） コンジットゲート放流量最大：625m3/s（5/9 12:00）

天ヶ瀬ダム操作状況（ハイドログラフ）
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放流量最大：831m3/s（5/9 11:20）

トンネル式放流設備の計画放流量６００m3/s
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天ヶ瀬ダム操作状況（時系列）

日時 天ヶ瀬ダム 瀬田川洗堰 被災対応

5月8日 14:00 洗堰全開放流（750m3/s）開始

15:20 トンネル式放流設備から放流開始

22:10
トンネル式放流設備からの放流量が
ピーク629m3/s

5月9日 8:40 道路法面崩落を確認

9:37
トンネル放流からコンジットゲート放流
へ振り替え操作（開始）

11:23
トンネル放流からコンジットゲート放流
へ振り替え操作（完了）

5月12日 13:30
洗堰全開放流から１００ｍ３／ｓへ減
量操作（開始）

16:10
コンジットゲートからの放流が終了
（以降、天ヶ瀬発電所より発電放流）

5月13日 8:30
白虹橋右岸付近の河岸における
一部洗堀を確認



天ヶ瀬ダム操作状況（放流方法）

（放流の原則）
第７条 規則第２３条の規定により、ダムから放流を行う場合において、下流に急
激な水位の変動を生じないように努めるものとした放流の原則は、次に定める方法
を基準とする。

放流の直前における
放流量（Ｑ）
（立方メートル／秒）

ゲート操作
の最小時間
間隔（分）

1回の操作における
放流量の増加割合

（立方メートル/秒）

0～150 15 20

151～300 15 30

301～550 15 50

551～ 15 70

天ヶ瀬ダムからの放流は、操作細則７条に基づき、下流に急激な水
位の変動が生じないよう実施した。
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天ヶ瀬ダム操作状況（トンネル式放流設備からの放流状況）

（８日１８時５０分頃 トンネル式放流設備から５８０ｍ３／ｓ）

13

白虹橋

天ヶ瀬ダム 写真撮影箇所



天ヶ瀬ダム操作状況（トンネル式放流設備からの放流状況）

（９日９時４５分頃 トンネル式放流設備から約５７０ｍ３／ｓ）

14

白虹橋

天ヶ瀬ダム

写真撮影箇所
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５．被災状況



白虹橋

天ヶ瀬ダム

① 被災状況（道路法面崩落箇所）

被災概要

被災箇所（右岸 53.0kp+30m付近：道路法面崩落）

トンネル式放流設備 旧志津川発電所
天ヶ瀬ダム

トンネル式放流設備 約600m3/s

発電放流 約180m3/s

天ヶ瀬発電所

16
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① 被災状況（道路法面崩落箇所）

現地状況写真（全景）5月13日 15時頃撮影

旧志津川発電所
天ヶ瀬ダム

トンネル式放流設備

天ヶ瀬発電所

被災箇所（道路法面崩落）
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① 被災状況（道路法面崩落箇所）

現地状況写真（右岸全景）5月13日15時頃撮影

旧白虹橋橋台

旧志津川発電所

白虹橋

天ヶ瀬ダム

写真撮影箇所
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① 被災状況（道路法面崩落箇所）

ＨＷＬ：ＯＰ+２４.１０

天端高：ＯＰ+２９.１０

打ち上げられた水の到達した高さ：ＯＰ+２６．０程度

旧白虹橋橋台
路盤 t=0.4m

土砂 h=3.9m

部分的に亀裂が発達するものの，
流水にさらされて強風化部分は流されており，
擁壁の基礎としては十分な支持力を得られると考えられる。

被災延長 L=14.0m

崩
落

 
H
=
4
.
3
m
～
5
.
9
m

5月16日 10時頃撮影



① 被災状況（道路法面崩落箇所）
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天端高：ＯＰ+２９.１０

打ち上げられた水の到達した高さ：ＯＰ+２６．０程度

ＨＷＬ：ＯＰ+２４.１０

旧白虹橋橋台

ダムからの放流量約７６０ｍ３／ｓ
（天ヶ瀬発電所約１８０ｍ３／ｓ、トンネル式放流設備放流量約５８０ｍ３／ｓ）

5月9日 9時30分頃撮影



① 被災状況（道路法面崩落箇所）

現地状況写真（天端）5月16日10時頃撮影

旧白虹橋橋台

白虹橋

4.37m

21
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① 被災状況（道路法面崩落箇所）

被災前 現地写真（被災箇所）5月16日10時頃撮影

被災箇所には、
空石積み擁壁が施工されていた。
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② 被災状況（白虹橋付近右岸 河岸洗掘）

被災概要

白虹橋

天ヶ瀬ダム

被災箇所（右岸 53.0kp+130m付近：白虹橋付近右岸 河岸洗掘）

トンネル式放流設備

旧志津川発電所
天ヶ瀬ダム

トンネル式放流設備 約600m3/s

発電放流 約180m3/s

天ヶ瀬発電所

白虹橋

写真①

写真②
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現地状況 写真①

② 被災状況（白虹橋付近右岸 河岸洗掘）
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現地状況 写真②

② 被災状況（白虹橋付近右岸 河岸洗掘）



② 被災状況（祠付近の着水）

被災概要
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被災概要

白虹橋

天ヶ瀬ダム

被災箇所（右岸 53.0kp+130m付近：祠付近の着水）

トンネル式放流設備

旧志津川発電所
天ヶ瀬ダム

トンネル式放流設備 約600m3/s

発電放流 約180m3/s

天ヶ瀬発電所

白虹橋
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② 被災状況（祠付近の着水）

現地状況

▽護岸天端高:OP+25.14

▽石張り天端高:OP+21.29

白虹橋

護岸

志津川

祠
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② 被災状況（祠付近の着水）

現地状況

▽痕跡:OP+26.14

▽階段天端高:OP+24.74
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６．現時点で考えられる被災要因



【推察①】道路法面の崩落

被災箇所

吐口周辺平面図

吐口周辺地質平面図

【推察】
石積擁壁は、盛土上に設けられ
ており、放流水の打上げにより
擁壁基礎が洗堀されて擁壁が
崩落したと推察。

○トンネル吐口の対岸は、盛土に石積擁壁が設けられた構造。
○トンネル式放流設備からの放流による打上げが生じたため、擁壁の基礎が洗堀され崩落したと推察。

横断図(イメージ図)

土砂(盛土)

中硬岩

石積擁壁
（被災前）
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トンネル式放流設備からの放流による打上げ状況
（5月9日8時45分頃撮影 約600m3/s）

6月5日出水 コンジットゲート

約
4.
0m

▼OP+26.0程度 打ち上げられた水の到達した高さ

▼HWL OP+24.1

盛土

5月9日（トンネル約600m3/s）

（約600m3/s）

目視による確認



玉石コンクリート
前面付近の河岸が
洗掘（土砂流出）

【推察②】白虹橋付近下部（右岸）の河岸洗掘

○施工時には根固め部に埋戻し後に捨石がされていたが、トンネル式放流設備からの放流により、玉石
コンクリート前面付近の河岸が洗掘（土砂流出）したと推察。

31

被災前(R4.5.26)

放流時(R5.5.9)

土砂流出箇所

放流時(R5.5.9)施工完了後(H29.4.21)

（イメージ）

土砂流出

標準断面図
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【推察③】 祠付近の着水

祠

階段

階段は流水を正面に受ける位置

○トンネル式放流設備からの放流が階段を駆け上がったこ
とにより、祠が着水したと想定。

階段は水衝部に位置し，流水方向が祠に向かう上り勾配。
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【推察③】 祠付近の着水

 放流水が駆け上がった痕跡
 ▼OP+26.14

▽祠石積天端高:OP+26.33

階段を駆け上った流水が祠を取り囲む盛土部分に
ぶつかり発生した水しぶきが降り注いだ

▽HWL:OP+23.90 (52.8kp+160m付近)

▽HWL:OP+23.90 (52.8kp+160m付近)

○階段を駆け上った流水が、祠を取り囲む盛土部分にぶつかり、発生した水しぶきが降り注いだと推察
される。

 放流水が駆け上がった痕跡
 ▼OP+26.04

 放流水が駆け上がった痕跡
 ▼OP+25.74

祠の石積天端高はHWLより高い

▽祠石積天端高:OP+26.33
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７．トンネル式放流設備の機能確認



トンネル式放流設備の機能確認

○今回の放流では減勢後の流況に大きな乱れはなく、減勢効果はあったと推察される。
○放流後に実施したトンネル式放流設備の施設点検において異常はないことは確認済み。

35

放流後の施設点検吐き口部の流況（約600m3/s）
⇒減勢後の水位は, OP+23～25m程度

OP+23～25m程度
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８．その他

・応急対策工事の状況
・本復旧工事完了までの天ヶ瀬ダムからの放流方法
・今後の流れ
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① 応急対策工事予定（道路法面崩落箇所）

モルタル
吹付工

モルタル
吹付工
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② 応急対策工事完了（白虹橋付近右岸 河岸洗掘）

完了写真に変更

6月1日 応急対策工事完了



本復旧工事が完了するまでの放流方法は、コン
ジットゲートからの放流を優先する。
次に、コンジットゲートからの放流量では必要な
放流量を確保できない場合に、トンネル式放流設
備から放流する。

本復旧工事が完了するまでの天ヶ瀬ダムの放流方法

39



今後の流れ

開催概要

内容

第1回：令和５年６月７日
・令和５年５月出水における天ヶ瀬ダムからの
放流状況・被災状況について

・現時点で考えられる被災要因について
・その他（応急対策工事の内容、本復旧工事完
了までの放流方法等）

被災要因の分析 対策工事の選定 放流方法の検証

第２回：令和５年７月（予定）
・被災要因の分析
・対策工事の選定
・放流方法の検証

第３回以降：目的の達成状況により開催

■放流状況・被災状況

■被災要因の分析

■放流状況・被災状況

■応急対策工事の内容

■対策工事の選定

■放流状況・被災状況

■応急対策工事の内容

■本復旧工事完了まで
の放流方法

■トンネル式放流設
備からの放流方法
の基本的な考え方

■考えられる被災要因

40


